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【全国指導員学校・九州会場　申し込み方法】
　今年から、福岡県連協の事務手続きを軽減するために、研修

会参加者の申し込み手続きは、それぞれの県連協で行うことに

なりました。

◆鹿児島県からの参加者は、必要事項を記入の上、控えのコピ
　ーを県連協事務局へ郵送、またはＦＡＸしてください。
　１，受講料（2000円）と弁当代（700円・必要な方）を下記
　　　郵便局の口座へ振り込む。
　　　郵便局の口座番号　記号　１７８１０
　　　　　　　　　　　　番号　２９１７１８７１
　　　口座名　　鹿児島県児童クラブ連絡協議会

　２，振り込みの控えと参加申込書を郵送またはＦＡＸする。
　　　住所：〒899-4301 霧島市国分重久2105-1
　　　　　　　　　　　　 青葉児童クラブ内
　　　　　　鹿児島県児童クラブ連絡協議会
　　　ＴＥＬ／ＦＡＸ　０９９５－４５－７８００

　　　　◆申し込み締め切り　　2014年８月２０日

　県連協で一括集約（入金と申込書の確認後）をし、福岡県

連協に申し込みします。

　受講票は、指導員学校当日の９月２１日会場受付（鹿児島

県連協受付場所）にてお渡しします。その際、申込み控えコ

ピーをお持ち下さい。（受講票は、領収書を兼ねます。）

　※当日参加も可能ですが、ご希望の講座を受講できない場

　　合があります。可能な限り、事前の申込み手続きをお願

　　いします。

  
6 月 8 日鹿屋市「リナシ

ティーかのや」で第 8回

総会を開催しました。

　第８回県連絡会の総会は、大隅地区での開催に２４クラブ３８名

の参加をいただきました。

　地元鹿屋市の中西市長が来ひんとして、子育て新制度に向けて学

童保育を充実することの必要性と、鹿屋市でのとりくみに対する決

意、県連活動への激励をいただきました。

　総会では、新制度に向けて自治体間の格差が出ないようにするこ

と、「子ども会議」に学童保育の現場の声が反映できるようにする

こと、ブロック研修会と地域連協との連携強化を確認しました。

　午後からの広木先生の総会記念講演会は、前段に学童保育超党派

議員連の野間健衆院議員が駆けつけ、県連に対する激励と国会での

学童の充実に向けた決意のごあいさつをいただきました。

　広木先生の講演では、「子どもの育ちのもつれ」を大人の目線で

引っ張るのでなく、もつれのイメージとその背景を分析すると「ほ

どき方が見えてくる」と。アイコンタクトと子どもに触れることの

大切さ、育ちには順番がある（生活言語と学習言語）こと等々…相

談活動からの実態に即した内容で、アッという間の２時間でした。

（参加者のアンケートは次ページ掲載しました。）

　　　　広木克行さん　総会記念講演会に130名！

子どもは「育ちなおし」の名人…子どもとの関わりの指標に

　　総会に、中西茂鹿屋市長が来ひんあいさつ

　　　　超党派学童保育推進議員連の野間健衆院議員も

 第 39 回全国学童保育指導員学校（2014 年 9 月 21 日）

九州会場の申し込みは、鹿児島県連協を通じてお願いします！

●と　き　2014 年９月 21 日（日）　午前 10 時 30 分～午後４時 30 分

●ところ　福岡県春日市・クローバープラザ
●日　程　10：00　　10：30　　　12：30　　　13：30　　　　16：30

　　　　　　受付 　　全体会　　昼食　　　　講　 座

●受講料　2000 円（弁当代 700 円・必要な人のみ）

　※全体会・講座等の詳細内容は、同封の「開催要項」をご覧下さい。

第 39回 全国学童保育指導員学校

九州会場　全体会

●基調報告　全国学童保育連絡協議会

●全体講義

「子どもたちの歴史的変化と
　　　　　　　指導視点の探求
 －それでも子どもは未来志向－」
　講師：村山　士郎
　　　　　　　　（大東文化大学）

【プロフィール】
1944 年山形県東根市生まれ（父親は教育労働運動の先駆
者・村山俊太郎氏）大東文化大学教授。日本作文の会副
委員長。教育科学研究会常任委員。専門は教育社会学。
・「いじめ自殺子どもたちの叫び」（共著、大月書店）
・「いじめで遊ぶ子どもたち」（新日本出版社）　多数

 
 開催要項と申込用紙
を同封しましたので、
必要事項をご記入の
上、 県連事務局へ

  
県連を通して
の申込み期限



 

 
・勉強になりました。
・子どもとの触れ合い（スキンシップ）
　大切、「早く！早く！！」が口ぐせ―
　自分のことのようです。今後、見直
　していきたいです。
・困っている子は、実は自分→実感し
　ました。
・子どもたちを大人が一方的に決めつ
　けないこと。行動の示す意味を知る
　こと。子どもと触れ合い、目を見て
　話すこと。仲間の中で育ち合うこと
　など。大事なことを教えていただき
　ました。
・これまで聞いた教育論とは違い、違っ
　た角度から子どもを見直せるような
　内容であった。
・一言めで胸にぐさりとくるものがあ
　りました。私も手のかかる子どもが
　「ただいま！！」と帰ってくると、笑
　顔で「おかえり！」と言いますが、（あ
　～帰ってきたか…）と思ってしまう
　ことがあり、反省しました。
・もっともっと話を聞いていたかった。
　すごく聞きやすかった。大学の時に、
　このような先生に出会えていたら、　
　大学時代、楽しく勉強できたのにな
　…と思う。声がすごく良い！　人に
　伝えることが上手です！　毎年、鹿
　児島に来てほしい。
・最初から最後まで、とても聞き入っ
　てしまいました。会場は遠かったけ
　ど、来て良かったです。子どもの出
　すサインを見逃さず、「育ち」の手助
　けができたらいいなと思いました。
・指導員として母親として、とても勉
　強になりました。私も点数主義でし
　たが、遊びがいかに大切かを知るこ
　とができました。
・私は１９４１年生まれですので、先
　生のお話の時代背景が良く理解でき
　ました。
・あっという間の２時間でした。まだ
　まだ聞いてみたいと思える内容でし
　た。「教育家族」「教教」…確かにそ
　うだなと実感しています。今、接し
　ている子どもたちの「育ちなおし」　
　のお手伝いができればと思いました。
・子どもは育ちなおしの名人。困った
　子→困っている子と捉えることで、　
　これからの指導に少し余裕をもって
　接していけるような気がします。

・とても聞きやすく、自然と入ってきま
　した。
・実体験に基づいたお話で、とてもわか
　りやすく有り難いでした。また聴き
　たいです。
・すばらしかったです。施設にいる子ど
　もたち、何故かは「もつれ」であり、
　「ゆがみ」でないことを教えていただ
　きました。指導したつもりでいる職
　員（私も含めて）。初心に戻り、子ど
　もに向き合いたいです。
・最初にこの講演会の場所が鹿屋と聞い
　て迷いましたが、この講演を聴かせ
　ていただき、来て良かったと思いま
　した。午後からの講演は眠くなって
　しまうのですが、今回は最後まで集
　中して聴きました。
・初めて聞きましたが、少しでも悩みの
　ある親がいても聞いてあげることが
　大事だと思いました。
・とても分かりやすく、楽しい講演でし
　た。以前、別の研修会（学童保育の
　全国集会）でお話を拝聴させていた
　だき、その時も感銘を受けたのです
　が、今回の講演でも本当にストレー
　トに自分の中に入っていきました。　
　そして、学童の重要性を改めて感じ
　ました。子どもたちの育ちなおしに
　自分たちの力が役立てば、と強く思
　いました。子どもたちのシグナルに
　気づき、寄り添えるようになりたい
　と思いました。本当にありがとうご
　ざいました。
・子どもたちが理解者を求めているとい
　うことを感じ、「困った子」を「困っ
　ている子」として捉えることの大切
　さを感じました。広木先生の学童保
　育に対する熱意がひしひしと伝わっ
　てきました。
・自分のエピソードなども話していただ
　き、とても分かりやすく、時々胸が
　熱くなる思いでした！！　子どもた
　ちの居場所となる学童づくりをして
　いきたいです。
・現場の反省がたくさんあり、今後、明
　日からの保育・学童クラブに生かし
　ていきたいです。
・自身の子育てにもとても参考になる内
　容でした。
・講演、とてもすばらしかったです。
・すごく良かったです。

②  
【鹿県児童クラブ連絡会　第８回総会記念・広木克行講演会　アンケート】
・市町村名　　鹿屋市（２６）　霧島市（１７）　薩摩川内市（６）　日置市（１）　姶良市（１）　曽於市（１）　志布志市（３）
　           垂水市（１）　錦江町（２）　肝付町（２）
             初めて参加した（２７）　　参加したことがある（３２）
・指導員（４２）　保護者（５）　設置者（５）　その他（保育士３　その他５）

■記念講演（広木克行さんの講演） 
　は、いかがでしたか？
・広木先生の元で学べる子どもたちはよ
　いなぁと思いました。
・とても分かりやすく共感できるお話で
　楽しかったです。いろんなお話を聞き
　たいと思いました。
・子どもにとって一番大切なことは体で
　表現する愛情だと、改めて考えさせら
　れました。
・はじめて講演会に参加させていただき
　ました。保育士にも通じることがたく
　さんあり、とても勉強になりました。
　子どもたちがたくさん遊ぶ時間を大切
　にしなければいけないと感じました。
　親ではないですが、子どもたちとの触
　れ合いを大事にしていきたいと思いま
　す。
・指導員として、子どもたちと関わって
　いくうえでの道標を教えていただいた
　気がして、嬉しいでした。
・学童以外、０～６歳の子どもの話も聞
　きたかった。とても分かりやすく聞き
　やすく、楽しく勉強になりました。
・とても勉強になりました。‘困った子’
　とよく思っていましたので、困った気
　持ちをわかってあげないといけないと
　思いました。自分が困った親でした。
・とても良かったです。耳の痛いことも
　多かったですが、感動することがたく
　さんありました。隣で妻は泣いていま
　した。
・子どもたちへの今までの接し方を振り
　かえさせられる講演だったと思いま　
　す。子どもと接する時、今日の講演を
　思い出したいと思います。
・とても参考になる現実的な話で、すご
　く良かったです。
・自分自身の子育ては終わっていますが、
　とても参考になりました。
・約４年半ほど高校・特別支援学校の現
　場に勤めていました。今年４月より、
　縁があり学童で勤めていますが、初め
　て関わる年代の子どもたちのことを想
　像しながら話を聞くことができまし　
　た。
・とてもよいお話がきけて、参加させて
　いただいて、本当に良かったです。
・今後子どもたちと接する上で、活かせ
　そうなお話が聞けて、本当に良かった
　です。



 

 ・自分の子育てを振り返り、子どもに対
　しての接し方、話し方について考え
　直してみました。育てなおしがこれ
　からできるだろうか。やり直しがで
　きるだろうかと、思う講演でした。　
　機会を与えられたことに感謝します。
・楽しく、なるほど…と思いながら、反
　省、後悔、今後のとりくみを考えま
　した。
・とても興味深く聞くことができ、まだ
　まだもっと聞きたかったです。
・とても興味深く、楽しくうかがいまし
　た。もっともっとお話をうかがいた
　いと思いました。
・「困った子だ」―とか、その子が休み
　の時は、ホッとしている指導員たち
　ですが、先生のお話を他の指導員に
　も伝えたいと思った。
・話の内容が、とても大切なことが多く、
　まるで講義を受けていたような学生
　時代を思い出したようです。
・実践、経験話を交えたお話が分かりや
　すく、集中して聞けました。育ちの
　もつれ、困っている子を受け止め、　
　一人ひとりの子どもにアイコンタク
　ト、スキンシップを心がけていこう
　と思いました。
・すいこまれるような、ステキなお話で
　した。
・すばらしいの一言につきます。学童の
　現場で生かしていきたいと思います。
　人間としても…。

・心の育ちも大切だけど、体の育ち、　
　きちんと背筋などをつけていくこと
　が大事だということ、困っている子
　としてみてあげること、もつれと捉
　えてゆるめていく対応の大切さなど、
　とても勉強になりました。
・子どものシグナル（もつれ）の３点。
　すぐに、自分たちの児童クラブを利
　用している子どもは…？　考えて（思
　い出して）みることでした。扁平足
　の子どもが多いのは、確かに多いで
　す。うつの子どもが増えていること、
　ビックリです。
・先生が話された“耳かき”のお話がとっ
　てもあたたかく、自分自身が母にし
　てもらったあの心地よさを思い出し、
　なつかしい気持ちになりました。こ
　のされて嬉しかった、気持ちよかっ
　たことを子どもたちにも、色々な形
　で伝えていけたらと感じました。今
　日は、貴重なお話を聞くことができ、
　本当に良かったです。
・子どもへの触れ合い方。息子に口で
　怒ってばかりだったので、今日から
　は自分の体を動かし、息子に寄り添っ
　て注意するなら、目を見て！　やっ
　ていこうと思った。色々な話を聞い
　ていて涙が出た。聞いていて、その
　子のことを想像したり、息子や自分
　のことを考えてみたりと。
・スキンシップ、心の交流のお話で、　
　先生とお母様のお話を聞きながら、　
　就職して今春東京へ行った息子のこ
　とを思い、そして県外で暮らす母の
　ことを思い、思わず涙が出ました。
・子どもは困った子と捉えるのではな
　く、困っている子ととらえ、糸をゆっ
　くりとゆるめていく、引っ張るともっ
　とからまるということに、とても感
　銘を受けました。。
・子育ては、無免許運転であり、あや
　まちはある―教育という言葉。
・子どもに対して「ありがとう」の気
　持ちを伝えたいです。私の中で当た
　り前になっていました。また、肌と
　肌と触れあってみたいと思いました。
・「育ちなおす」という概念、とても新
　鮮でした。「糸のもつれ」の例え、と
　ても分かりやすかったです。
・子どもは、育ちのなおしの話が大切
　なこと、地域のことなど細かく説明
　があり、心に残ることがたくさんあ
　りました。
　・育ちの歪みともつれは違うという
　　ことに、大きく納得いたしました。

・生活家族の実態が今の子どもたちの中
　に見えません。ただ宿題さえしてい
　るとほめられる、そして子どもも親
　も喜ぶ、評価され、それで親子関係
　が見える、今の子どもたちです。でも、
　一部の親はとにかく身体を動かし、　
　遊ぶことが子どもの仕事！！と言っ
　て下さる方もいます。そんなとき、　
　子どもとともにホッとします。
・よくあそび、よくたべて、よく学べ！！
　祖父 (93 歳 ) がよく言う言葉を同じ
　ように遊ぶことの大切さ、遊びの中
　で様々な発達が関係していること。
・子どもにあらわれる三つのシグナルの
　話は、今後の子ども理解の基盤にな
　りそうです。
・生活家族と教育家族との子どもの育ち
　の差。
・もつれとゆがみは違う。育ち直しの場。
・扁平足の話です。遊ぶこと、体を動か
　すことの大切さを痛感させられまし
　た。
・子どもとあれあい、体をきたえること
　がどれだけ大事かということが、心
　に残った。
・育ちのもつれを自分はひっぱっていな
　いかと、とても考えさせられました。
　優しく、ほぐしていけるような指導
　ができればいいなと思いました。
・“困っているのは大人側”という言葉
　が、印象的でした。もっと子ども主
　体でものごとを見なければならない
　なと反省しました。
・「育ちのもつれ」であること。「困って
　いる子」であることの理解。
・学童を利用していた子どもが登校拒否
　で、学校に行けなくなりいつも心配
　して、今年小学校を卒業し中学校に
　入学しました。心のもつれ等をお聴
　きして、とても勉強になりました。
・集中力のない子は、背筋力が弱い（扁
　平足）ということに驚き、お話を聴
　いているうちに「なるほど」と納得
　しました。
・子どもたちの困り感・育ちのもつれが
　どのように表れるか、そのシグナル
　を学べたことはとてもいい勉強にな
　りました。
・“育ちなおし”育つ力を持っている子
　どもたち。ゆがみをとらえるのでは
　なく、もつれをほどける大人になり
　たいと思いました。

③ 
〈テーマ〉子どもは「育ちなおし」の名人！ 子どもへ理解を深め、育ち合いの保育・

教育をめざして

■■講演で印象に残ったことは、ど
　んなことですか？
・育ちの順番があるとのこと。困ってい
　る子の困っていることを理解してあ
　げること。
・困った子でなくて、困っている子だと
　いうことが、とても印象に残りまし
　た。
・子どもが困っているのではなく、私た
　ち大人が困っているのでは？ という
　話が強く印象に残っています。
・子どものシグナルについて、教えても
　らったことで理解する方法が分かっ
　たような気がします。
・親の子どもへの抑圧はよくないのだな
　と、つくづく感じました。
・触れあうことの大切さを改めて感じま
　した。自分が親になったら…と思い
　ました。（ふれあいを大切にしたい）



 

④

（前ページからのつづき）

　減ることを前提に基準をつくるということは、そうい

う問題　を認めて基準をつくっていくことになってしま

う。ある状況　を基準にすることではなく、良くしてい

くという長期的な視　点で基準をつくるべきで、平均値

でつくるのはまずいので　はないか。

○開所時間は、市町村が地域の実情に応じて決めていく

こ　　と。考え方を明確にするということではないか。

○パート職員にも研修が必要だという意見に賛成。研修

履　　歴の整備が必要。基準になるのは登録人数を基本

にする　　という意見に賛成。施設は、高学年のための

着替え場所な　ど多目的に使えるスペースが必要。遊具

なども高学年受け　入れを考えて整備が必要。児童の健

全育成を考えた整備　　が必要では。

○資格は児童厚生員を前提という意見。「放課後児童ク

ラブ　ガイドライン」ができて、市町村もそういう方向

ですすめて　きた。そこをベースにすべき。パートの指

導員もしっかりと　研修が必要。６項についてしっかり

としてほしい。

　最後に次回の委員会は９月30日（月）に行い、関係団

体のヒアリングを行うことを確認して終わりました。

　放課後児童クラブの基準に関する専門委員会では、１

２月を目途に「取りまとめ」を行い、社会保障審議会児

童部会、子ども・子育て会議で報告や検討を行ったのち

 
 

  
子ども・子育て支援新制度についてのＱ＆Ａ(よくある質問）

内閣府のホームページに７月９日アップ http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/administer/qa/index.html　

　基準に関する省令についてのＱ＆Ａを厚生労働省は出すと言って

いますが、まだ出ていません。作業が遅れているとのことです。ま

た、７月中に「放課後子ども総合プラン」についての局長通知（文

部科学省・厚生労働省連名）が出される予定です。

　子ども・子育て支援新制度に係る交付金などのお金の仕組みや流

れは、まだ「子ども・子育て会議」等でもいっさい議論がされてい

ません。恐らく、１０月以降になると思われます。

　８月末に出される来年度予算の概算要求は、子ども・子育て支援

新制度のお金の仕組み等が決まらず、概算要求でも具体的な金額等

は出ない模様です。

　財源の検討が始まらないのは、消費税を１０％に引き上げるかど

うかの政府の判断が出ていないためで、年末の政府判断とセットに

来年度予算案が出され、そこで初めて子ども・子育て支援新制度の

財源の仕組み等も明らかにされるということのようです。

　７月９日に内閣府から子ども・子育て支援新制度についての「Ｆ

ＡＱ（よくある質問）」が出されましたので、学童保育関係部分を

抜粋して紹介します。

 
自治体向けのＦＡＱ（よくある質問）

【基準】
３ 基準条例（放課後児童クラブ）
Ｑ　放課後児童健全育成事業に係る基準条例において、小４から

　小６の児童については、児童館など放課後児童クラブ以外の居

　場所を確保することを前提に、放課後児童クラブの受け入れ対

　象児童の利用対象を小３までに限定することは可能ですか。

Ａ　個々の放課後児童クラブに小６までの受け入れ義務を一律に

　課すものではありませんが、対象年齢を小６までとした児童福

　祉法改正の趣旨を踏まえれば、条例において利用対象を小３ま

　でに制限することは適当ではありません。

４ 基準条例（放課後児童クラブ）
Ｑ　放課後児童クラブにおける集団の規模について、「おおむね４

　０人以下」と定められましたが、これについて経過措置を設け

　ることは可能ですか。

Ａ　支援の単位（児童の集団の規模）は参酌すべき基準であり、　

　各市町村で省令基準を十分参酌した結果であれば、地域の実情

　に応じて、条例で異なる内容を定めていただくことも可能です。

　このため、省令基準を十分に参酌した結果、各市町村の判断で

　経過措置を設けることも可能ですが、経過措置期間内に省令基

　準に適合させる取組を進めるなど、放課後児童クラブの質の確

　保を図るという基準策定の趣旨を踏まえた対応が望まれます。

Ｑ７５） 産業競争力会議において、放課後児童クラブを約３０万
　人分拡充するとの発表がありましたが、今後どのように進めて
　いくのでしょうか。
　放課後児童クラブに関しては、総理からの指示を踏まえ、「放課

後子ども総合プラン」を策定し、厚生労働省と文部科学省が協力

して総合的な放課後対策に取り組むこととしています。

　いわゆる「小１の壁」を打破し、共働き家庭等の児童にとって

安心・安全な居場所を確保するため、放課後児童クラブについて、

新たに約３０万人分を市町村計画の終期である平成３１年度末ま

でに整備することを目指します。

　その際、次代を担う人材の育成の観点から、共働き家庭等の児

童だけでなく、全ての児童が多様な体験・活動を行うことができ

るよう、学校の余裕教室等を徹底的に活用しつつ、可能な限り、

放課後児童クラブと放課後子供教室を一体的に実施していきたい

と考えています。

　このため、全小学校区で放課後子供教室を実施できるよう整備

を進め、一体型の放課後児童クラブ・放課後子供教室を平成３１

年度末までに約１万か所以上で実施することを目指します。

　これらの目標の達成に向け、放課後子ども総合プランについて

は、次世代育成支援対策推進法に定める行動計画策定指針に位置

付け、市町村において積極的に取り組んでいただくよう、国は、

予算・運用の両面で後押ししていきたいと考えています。

　なお、これまでの説明と同様、各市町村において、次世代育成

支援対策推進法に定める市町村行動計画と子ども・子育て支援法

に定める市町村子ども・子育て支援事業計画とを一体的に策定す

ることは差し支えありません。

Ｑ７６） 小学校の余裕教室等の活用を進めるということは、放課
　後児童クラブ事業に民間事業者が参入しにくくなるのではない
　でしょうか。
　厚生労働省の調査（平成 25 年５月１日現在）では、学校の余裕

教室等で事業を実施している市町村以外の運営主体（運営委員会、

社会福祉法人他）は約半数という状況です。

　最終的には市町村の判断となりますが、小学校の余裕教室等を

活用する場合であっても民間事業者の参入を妨げるものではなく、

地域の民間サービスを活用して多様なニーズに対応することは重

要ですので、市町村とよく相談していただきたいと考えています。

Ｑ７７） 基準省令で都道府県が行うこととされている放課後児童
　支援員の認定研修について、研修科目等の内容はいつごろ提示
　されるのでしょうか。また、ガイドラインの通知はいつごろ発
　出されるのでしょうか。
　基準省令において、放課後児童支援員は、都道府県知事が行う

研修を修了したものでなければならないとされており、現在、当

該研修の内容を検討中であり、夏頃を目途に取りまとめる予定で

す。

　また、放課後児童クラブのガイドラインについては、今後年度

内を目途に通知を改正する予定です。

　なお、都道府県知事が行う認定研修については、基準省令の附

則において５年間の経過措置が設けられています。

（以下は、３版において追加されたもの）
【放課後児童クラブに関すること】
Ｑ８２）放課後児童クラブの対象年齢が小６まで引き上げられま
　したが、小６まで受け入れなければならないのでしょうか。
　各市町村では、小４以上の放課後児童クラブ利用ニーズを踏ま

えた確保方策を講じる必要がありますが、個々の放課後児童クラ

ブに一律に小６までの受け入れ義務を課すものではありません。

 
事業者向けのＦＡＱ（よくある質問）（第３版）

【放課後児童クラブに関すること】
Ｑ７４） 子ども・子育て支援新制度では、放課後児童クラブにつ
　いては、どのような内容の充実が図られるのですか。
　新制度においては、放課後児童クラブの実施か所数についても

量の拡充を進めていくこととしています。

　また、質を確保する観点から、事業の設備及び運営について、

国が定める基準を踏まえて市町村が条例で基準を定めることとな

ります。事業者におかれては、この条例の基準を遵守し、事業を行っ

ていただくこととなります。

　なお、新制度の施行に先立ち、平成２６年度に実施している保

育緊急確保事業では、保護者の利用意向を反映して開所時間の延

長を行う放課後児童クラブに対して、追加的な財政支援を行うこ

ととしています。

地域連協の
活動紹介

  「第７回きりしま学童まつり」(6 月

21 日開催／上床運動公園内溝辺体育

館 )に、１３クラブ６８６名の児童・

保護者・指導員等が参加。五色つな

引き、風船わり、仲間あつめ、１万

㍍リレー、じゃんけん列車等、みん

なげんき一杯、楽しみました！

◆日時　　2014 年８月２２日 (金 )午前 10 時～午後 1時
◆会場　　鹿屋市「串良平和アリーナ」(TEL 0994-31-4500)
◆内容　　ドッジボール交流会
◆参加費　各クラブ 2000 円　　〔問合せ〕TEL 099-40-0963




